
 

 

平成２８年３月２３日 

 

北海道知事  高橋 はるみ 様 

 

北海道立総合博物館協議会 

会長  佐々木 亨   

 

   北海道博物館の評価方法のあり方について（答申） 

 平成２７年８月４日付け北博４８９号で諮問のありましたこのことについて、下記のと

おり答申します。 

 

 

記 

 

１ 北海道博物館（以下「博物館」という）の評価については、博物館による「内部評価」

に加え、第三者による「外部評価」が必要である。 

２ 博物館が実施する「内部評価」は、博物館の基本的運営方針及び中期目標・計画に基づ

いて評価項目を設定し、評価判定を行う。 

３ 「内部評価」に関する資料は、別添の北海道博物館内部評価委員会設置要綱（資料１）、

北海道博物館内部評価実施要領（資料２）、北海道博物館内部評価実施シート（資料３）

である。 

４ 第三者による博物館の「外部評価」は、北海道立総合博物館協議会が実施する。 

また、北海道立総合博物館協議会アイヌ民族文化研究センター専門部会は、外部評価の

ための基礎的な意見交換の役割を担うこととする。 

５ 「外部評価」に関する資料は、別添の北海道博物館外部評価実施要領（資料４）である。 

６ 「道民参加型組織」を立ち上げ、外部としての意見聴取・交換の機能を充実させるため、

館長の諮問に応える組織をつくることが望ましい。 

 

 

写 



 

 

 

 

北海道博物館内部評価委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 

 北海道博物館（以下「博物館」という。）が実施する年度事業の内部評価を実施するた

め、北海道博物館内部評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、博物館の年度事業の内部評価を実施して内部評価報告書を作成し、

北海道立総合博物館協議会に報告する。 

 

（組織） 

第３条 委員会の構成は、別表のとおりとする。 

２ 委員長は館長とし、委員会を統括する。 

３ 副委員長は、副館長、アイヌ民族文化担当副館長、学芸副館長とし、委員長を補佐す

る。委員長が不在の時は、博物館副館長がつとめる副委員長（以下、「副委員長（副

館長）」という。）がその職務を代理する。 

 

（委員会の開催） 

第４条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会の開催は、年１回、２月をめどに実施する。 

３ 委員会の議長は、委員長がつとめる。 

４ 委員会の副議長は、副委員長（副館長）がつとめる。 

 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務については、総務部企画グループに事務局を置き処理する。 

 

（雑則） 

第６条 この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（施行） 

第７条 

 この要綱は、平成２８年 月 日より施行する。 

 

 

  

資料１ 



 

 

 

 

別表 

委員長 北海道博物館 館長 

副委員長 北海道博物館 副館長 

副委員長 北海道博物館 アイヌ民族文化担当副館長 

副委員長 北海道博物館 学芸副館長 

委員 北海道博物館 総務部長 

委員 北海道博物館 学芸部長 

委員 北海道博物館 アイヌ民族文化研究センター長兼研究部長 

委員 北海道博物館 総務部企画グループ学芸主幹 

委員 北海道博物館 学芸部博物館基盤グループ学芸主幹 

委員 北海道博物館 学芸部道民サービスグループ学芸主幹 

委員 北海道博物館 学芸部社会貢献グループ学芸主幹 

委員 北海道環境生活部くらし安全局 文化・スポーツ課主幹 

委員 北海道環境生活部 アイヌ政策推進室主幹 

 

事務局 北海道博物館 総務部企画グループ 

 



 

 

 

 

北海道博物館内部評価実施要領 

 

 北海道博物館（以下「博物館」という。）は、各年度及び中期目標・計画期間の事業の

実績について、この実施要領で定めるところにより内部評価を実施する。 

 

１ 趣旨 

 この要領は、北海道博物館基本計画に基づき、博物館の内部評価を実施するために必要

な事項を定める。 

 

２ 評価の目的 

評価を通じて、博物館の課題・成果を館内外で共有してアカウンタビリティ（責任説

明）を明確にして、博物館の運営状況をわかりやすく道民に示すことを目的とする。 

 

３ 評価の方針 

（１）年度計画の実施状況及び中期目標・計画の達成状況の自己点検を通じて評価を行う。 

（２）評価を通じて、博物館の事業運営等の質的向上に資する。 

（３）評価を通じて、博物館の事業運営状況をわかりやすく道民に示す。 

 

４ 評価の実施 

博物館は、各年度及び中期目標・計画期間における事業実績に関して、次の内部評価

を行う。 

（１）項目別評価 

（２）総括評価 

 

５ 評価の方法 

総務部と学芸部の各グループ、及びアイヌ民族文化研究センターは、博物館が定める

「点検項目」に基づいて事業結果の点検作業を実施する。点検作業の結果に基づいて、

各グループの主幹、または学芸主幹・研究主幹が項目別評価を実施する。さらに、項目

別評価の結果に基づいて、博物館が設置する「北海道博物館内部評価委員会」が総括評

価を実施する。 

評価内容を踏まえ、事務局（総務部企画グループ）が「事業実績報告書」を作成する。

事業実績報告書は、「項目別実績」および「総括実績」から構成される。項目別評価の

視点、及び事業実績報告書の様式は、別に定める。 

 

（１）項目別評価 

     項目別評価は、年度計画の項目ごとに、各グループの主幹、または学芸主幹・研究

主幹が年度事業の実績を記載するとともに、次の基準により項目別評価の結果を記載

する。 

 

 

資料２ 



 

 

 

 

＜項目別評価、総括評価の基準＞ 

評価基準 

判断の目安 

取組の項目に関する事項 

（右欄の項目以外の項目） 

数値目標の項目 

に関する事項 

S 上回って実施している 
取組の結果、所期の成果等を上回ったと

き 

達成度が９０％以上 

（S、A の評価は取組状況

を勘案の上、判断する。） 
A 十分に実施している 

取組の結果、所期の成果等を得たとき 

B 十分に実施していない 
取り組んではいるが、所期の成果等を得

られなかったとき 

達成度が９０％未満 

（B、C の評価は取組状況

を勘案の上、判断する。） 
C 実施していない 

取組が行われていないとき 

   

（２）総括評価 

      総括評価は、各グループから出された事業実績及び項目別評価の結果に基づき、年

度事業の全体及び特記事項について記述式により記載する。 

 

（３）事業実績報告書 

   博物館は、各年度の事業成果及び内部評価結果に基づき、「事業実績報告書」 

を作成して、ホームページ等で公表する。 

 

６ その他 

 ・ 道民への説明責任を果たすため、評価はわかりやすく公表するよう工夫する。 

 ・ 中期目標・計画期間終了年度の前年度において、それまでの期間における中期目標

・計画の達成状況等について確認し、次期中期目標の策定に当たっての留意すべき

点を整理する。 

 ・ この要領については、社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて見直しを行う。 

 



 

北海道博物館内部評価実施シート 

 

 

 

３－１ 総括評価 実施シート 

 

 

３－２ 項目別評価実施シート（兼次年度計画案作成シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



評 価

評 価

№ 評価基準 担当Ｇ

1 選択 基盤G

2 選択 基盤G

3 選択 基盤G

4 選択 基盤G

5 選択 基盤G

6 選択 基盤G

7 選択 企画G

【北海道博物館基本的運営方針】基本方針

１　北海道立の総合博物館として、備えるべき基本的な機能を検証し、その充実を図ります。

総括評価１ 博物館活動の基盤となる、展示、調査研究等を推進させる措置

総合博物館として、活動の基本となる収集保存、展示、教育普及、調査研究などの機能を高め、北海道ならではの自
然・歴史・文化に関わる遺産を最大限に活かし、質の高い活動を展開する博物館づくりを推進します。

選択

①評価すべき取り組み

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

総括評価２ 道民が特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠点とするための措置

道民が、充実した博物館資源を活かして、自らのアイデンティティを確かめ、過去に学び未来を展望することができる
とともに、さまざまな情報や人材などが連携するネットワークを活かして、特色ある地域文化の創造や地域活性化の拠
点とすることができる博物館づくりを推進します。

選択

【総　　　　評】 中期目標・計画№1、2、3、4

項目別評価の結果

目標（値）



評 価

№ 評価基準 担当Ｇ

8 選択 道民G

9 選択 道民G

10 選択 道民G

11 選択 社貢G

12 選択 総括G

13 選択 総括G

14 選択 総括G

15 選択 道民G

16 選択 道民G

17 選択 企画G

【北海道博物館基本的運営方針】基本方針

２　道民と共に歩み、愛される博物館として、豊かな時間と空間を提供します。

総括評価３ 利用者の視点に立った博物館づくりへの措置

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価の結果

目標（値）

さまざまな人びとが繰り返し訪れ、親しまれる「わかりやすく、おもしろく、ためになる」博物館をめざし、利用者の
視点に立った、創意工夫に満ちた博物館づくりを推進します。

選択

【総　　　　評】 中期目標・計画№５、6、8～10

①評価すべき取り組み



評 価

№ 評価基準 担当Ｇ

17 選択 企画G

18 選択 企画G

総括評価４ 道民との連携、協働する博物館づくりへの措置

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価の結果

目標（値）

博物館のさまざまな活動に、道民が利用者としてだけではなく、協働者、ときには　発信者として多面的に参画する機
会を創出することによって、博物館活動をより豊かにし、道民と連携、協働する博物館づくりを推進します。

選択

【総　　　　評】 中期目標・計画№7、10

①評価すべき取り組み



評 価

№ 評価基準 担当Ｇ

19 選択 社貢G

北海道の中核的博物館として、地域の博物館等とのネットワークを強固なものとし、共同研究、事業連携、情報共有、
資料の相互活用、人材育成等を積極的に推進することにより、地域の活性化に貢献します。

選択

【総　　　　評】 中期目標・計画№１１

①評価すべき取り組み

【北海道博物館基本的運営方針】基本方針

３　北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献します。

総括評価５ 北海道の中核的博物館として、地域の活性化に貢献する措置

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価の結果

目標（値）



評 価

№ 評価基準 担当Ｇ

20 選択 社貢G

総 括 評 価 6 道民の知的興味に応える博物館づくりへの措置

博物館ネットワークを活かし、情報の発信力を高めるとともに、レファレンス機能を強化し、道民の知的興味に応える
博物館づくりを推進します。

選択

【総　　　　評】 中期目標・計画№12

項目別評価の結果

目標（値）

①評価すべき取り組み

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）



評 価

№ 評価基準 担当Ｇ

21 選択 社貢G

22 選択 社貢G

23 選択 企画G

【北海道博物館基本的運営方針】基本方針

４　専門的・総合的な研究を行う博物館として、北海道の未来に貢献します。

総括評価７ 研究成果を活かし、北海道の豊かな未来の実現に向けた措置

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価の結果

目標（値）

北海道とそれを取り巻く地域の自然・歴史・文化を学際的に調査研究する総合博物館として、その研究成果を活かして
北海道の豊かな未来の実現に貢献します。

選択

【総　　　　評】 中期目標・計画№12、１4

①評価すべき取り組み



評 価

№ 評価基準 担当G

1 選択 アイヌ研

2 選択 アイヌ研

3 選択 アイヌ研

4 選択 アイヌ研

5 選択 アイヌ研

6 選択 アイヌ研

7 選択 アイヌ研

8 選択 アイヌ研

9 選択 アイヌ研

選択

【総　　　　評】 アイヌ民族文化研究センター事業推進方針№1、2、3、4、5

①評価すべき取り組み

②改善・注視を要する取組み

総括評価８ アイヌ文化の振興に寄与すると共に多分化共生社会の実現に向けた措置

アイヌの歴史や有形・無形の文化に関する専門的な研究組織を有する世界で唯一の総合博物館として、その研究成果を
活かし、普及に努め、アイヌ文化の振興に寄与するとともに、多文化共生社会の実現に貢献します。

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価の結果

目標（値）



評 価

№ 評価基準 担当G

24 選択 総括G

10 選択 アイヌ研

25 選択 文・スポ課

H27年度末に北海道立総合博物館協議会から提出される評価のあり方に対する答申に応じて、中期目標・計画とは別に
設定した項目である。

選択

【総　　　　評】 該当計画なし

①評価すべき取り組み

外部評価項目

ガバナンス体制の育成

総 括 評 価 9 各の措置を実施するために必要なガバナンス体制の確立に向けた措置

②改善・注視を要する取組み

③総体的な評価（評価基準の判断根拠）

項目別評価の結果

目標（値）
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像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

1

件

点
検

項
目

集
計

1
中

期
目

標
・

計
画

番
号

1
-
1

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
　

資
料

の
収

集
・

保
存

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
○

○
年

度

H
2

8
H

2
9

H
○

○
年

度×
計

目
標

値
番

号

年
度

計
画



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

○

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績

内
訳

選
択

ウ
　

市
町

村
合

併
な

ど
地

域
社

会
の

急
激

な
変

動
に

よ
る

資
料

の
散

逸
な

ど
の

課
題

に
対

し
、

北
海

道
の

中
核

的
博

物
館

と
し

て
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

遺
産

を
保

存
・

継
承

す
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

し
、

そ
の

受
け

皿
と

し
て

の
収

蔵
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

中
期

目
標

・
計

画

1
-
2

～
4

中
期

目
標

・
計

画
番

号

2

達
成

状
況

目
標

（
値

）

(２
) 

収
蔵

機
能

の
強

化

ア
　

収
蔵

資
料

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
適

正
な

運
用

に
よ

り
、

資
料

の
受

入
れ

、
出

納
や

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
情

報
を

一
元

的
に

管
理

す
る

体
制

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
へ

の
資

料
情

報
の

提
供

に
役

立
て

る
。

イ
　

東
日

本
大

震
災

時
の

教
訓

を
活

か
し

、
災

害
発

生
時

の
被

災
資

料
の

受
入

れ
や

保
存

処
理

な
ど

に
対

応
で

き
る

機
能

と
体

制
を

整
備

す
る

。

計
○

点
検

項
目

集
計 年

度
計

画
（

案
）

H
○

○
年

度

目
標

（
値

）
（

案
）

（
2

）

（
3

）

（
4

）

年
度

計
画

件

H
2

8
H

2
9

(２
) 

収
蔵

機
能

の
強

化

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持

１
　

資
料

の
収

集
・

保
存

(２
) 

収
蔵

機
能

の
強

化
　

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持
　

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応

(３
) 

資
料

保
存

環
境

の
維

持
　

貴
重

な
公

共
の

財
産

を
預

か
る

立
場

か
ら

、
温

湿
度

管
理

、
薬

剤
だ

け
に

頼
ら

な
い

方
法

に
よ

る
虫

菌
害

防
除

対
策

（
Ｉ

Ｐ
Ｍ

）
、

災
害

対
策

な
ど

を
徹

底
し

、
適

切
な

資
料

保
存

環
境

の
維

持
に

努
め

る
。

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応
　

収
蔵

資
料

の
特

別
観

覧
や

刊
行

物
な

ど
へ

の
使

用
、

道
内

外
の

博
物

館
な

ど
へ

の
貸

出
し

に
積

極
的

に
対

応
し

、
よ

り
多

く
の

人
び

と
が

北
海

道
博

物
館

の
収

蔵
資

料
を

利
用

す
る

機
会

を
創

出
す

る
。

H
○

○
年

度

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

2
目

標
値

番
号

(４
) 

収
蔵

資
料

の
利

用
へ

の
対

応

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

×



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
○

○

中
期

目
標

・
計

画

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

目
標

（
値

）
の

実
績

総
合

展
示

室
利

用
者

数
　

　
　

　
人

う
ち

外
国

人
利

用
者

数
　

　
　

　
人

内
訳

総
合

展
示

室
の

利
用

者
数

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

）
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

総
合

展
示

室
の

利
用

者
数

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

）
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

件

設
定

内
容

目
標

値
（

5
年

間
）

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

3
6

2
,0

0
0

人

1
9

,0
0

0
人

総
合

展
示

室
利

用
者

数

ウ
　

総
合

展
示

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

努
め

る
。

目
標

（
値

）
年

度
計

画
達

成
状

況

う
ち

外
国

人
利

用
者

数

選
択

目
標

値
番

号
2

-
1

3

中
期

目
標

・
計

画
番

号

計
○

× 人
総

合
展

示
室

利
用

者
数

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

H
2

8

○

H
2

9

○

点
検

項
目

集
計

２
　

展
示

(１
) 

総
合

展
示

室
の

運
営

イ
　

総
合

展
示

の
展

示
資

料
に

つ
い

て
、

道
民

及
び

関
連

機
関

に
知

ら
せ

る
た

め
、

そ
の

全
体

像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

ア
　

最
新

の
研

究
成

果
を

反
映

し
た

総
合

展
示

の
定

期
的

な
入

替
え

に
よ

り
、

来
る

た
び

に
違

う
、

飽
き

な
い

展
示

を
演

出
す

る
と

と
も

に
、

年
齢

、
母

語
、

障
が

い
の

有
無

な
ど

を
問

わ
ず

、
す

べ
て

の
方

に
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

め
る

展
示

空
間

を
提

供
す

る
。

総
合

展
示

室
の

利
用

者
数

（
う

ち
外

国
人

利
用

者
数

）
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

3
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

う
ち

外
国

人
利

用
者

数
人



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

中
期

目
標

・
計

画

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

年
度

計
画

実
績

目
標

（
値

）
の

実
績

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

特
別

展
示

室
利

用
者

数
　

　
　

人
内

訳

特
別

展
示

室
利

用
者

数
人

設
定

内
容

特
別

展
示

室
利

用
者

数

目
標

（
値

）

目
標

値
（

5
年

間
）

2
8

8
0

0
0

人

年
度

計
画

達
成

状
況

4

特
別

展
示

室
の

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

選
択

件

(２
) 

企
画

展
示

の
開

催

ア
　

他
の

博
物

館
や

民
間

企
業

と
の

連
携

・
協

働
、

全
国

規
模

の
巡

回
展

の
誘

致
に

よ
り

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

実
現

す
る

。

学
芸

部
博

物
館

基
盤

グ
ル

ー
プ

イ
　

道
民

の
研

究
成

果
や

創
作

活
動

の
発

表
な

ど
、

道
民

参
加

型
の

企
画

展
示

を
導

入
し

、
道

民
と

の
連

携
促

進
を

図
る

。

特
別

展
示

室
の

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

ウ
　

北
海

道
博

物
館

独
自

の
研

究
成

果
を

積
極

的
に

反
映

し
た

企
画

展
示

を
開

催
す

る
。

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-
2

4

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

２
　

展
示

目
標

値
番

号

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

8
H

2
9

計
○

×

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

特
別

展
示

室
の

利
用

者
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

◎
◎

点
検

項
目

集
計

特
別

展
示

室
利

用
者

数
人

目
標

（
値

）
（

案
）



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績

内
訳

H
○

○
年

度

３
　

調
査

研
究

(１
) 

調
査

研
究

の
推

進

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

す
る

有
形

・
無

形
の

遺
産

に
関

す
る

調
査

研
究

を
推

進
し

、
そ

の
成

果
を

総
合

展
示

や
企

画
展

示
、

教
育

普
及

事
業

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

道
民

が
自

ら
を

知
り

、
誇

り
や

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

認
す

る
機

会
の

提
供

に
つ

な
げ

る
。

目
標

値
番

号

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

H
2

8
H

2
9

◎
◎

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

目
標

（
値

）
（

案
）

点
検

項
目

集
計 年

度
計

画
（

案
）

中
期

目
標

・
計

画
番

号
3

-
1

5
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

オ
　

館
内

で
の

研
修

会
、

館
外

で
の

長
期

研
修

へ
の

派
遣

な
ど

を
実

施
し

、
職

員
の

研
究

資
質

の
向

上
を

図
る

。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

ウ
　

外
部

研
究

機
関

や
外

部
研

究
者

と
連

携
し

な
が

ら
、

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

エ
　

北
東

ア
ジ

ア
諸

地
域

を
は

じ
め

、
北

海
道

と
友

好
関

係
に

あ
る

地
域

、
地

理
的

・
歴

史
的

に
つ

な
が

り
の

あ
る

地
域

、
類

似
点

の
あ

る
地

域
の

博
物

館
や

研
究

機
関

と
の

交
流

及
び

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

年
度

計
画

達
成

状
況

5
選

択

件

イ
　

道
民

と
連

携
し

た
基

礎
的

な
調

査
研

究
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
道

民
の

自
主

的
な

研
究

活
動

・
研

究
発

表
の

場
を

設
け

る
。

目
標

（
値

）

×
計

○



担
当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績

内
訳

H
2

8
H

2
9

◎
◎

6

目
標

（
値

）
（

案
）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

す
る

有
形

・
無

形
の

遺
産

に
関

す
る

調
査

研
究

を
推

進
し

、
そ

の
成

果
を

総
合

展
示

や
企

画
展

示
、

教
育

普
及

事
業

に
反

映
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

道
民

が
自

ら
を

知
り

、
誇

り
や

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

認
す

る
機

会
の

提
供

に
つ

な
げ

る
。

イ
　

道
民

と
連

携
し

た
基

礎
的

な
調

査
研

究
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
道

民
の

自
主

的
な

研
究

活
動

・
研

究
発

表
の

場
を

設
け

る
。

ウ
　

外
部

研
究

機
関

や
外

部
研

究
者

と
連

携
し

な
が

ら
、

学
際

的
な

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
。

エ
　

北
東

ア
ジ

ア
諸

地
域

を
は

じ
め

、
北

海
道

と
友

好
関

係
に

あ
る

地
域

、
地

理
的

・
歴

史
的

に
つ

な
が

り
の

あ
る

地
域

、
類

似
点

の
あ

る
地

域
の

博
物

館
や

研
究

機
関

と
の

交
流

及
び

共
同

研
究

を
推

進
す

る
。

オ
　

館
内

で
の

研
修

会
、

館
外

で
の

長
期

研
修

へ
の

派
遣

な
ど

を
実

施
し

、
職

員
の

研
究

資
質

の
向

上
を

図
る

。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

年
度

計
画

達
成

状
況

目
標

（
値

）

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

３
　

調
査

研
究

(１
) 

調
査

研
究

の
推

進

中
期

目
標

・
計

画

目
標

値
番

号

計
○

×

点
検

項
目

集
計

3
-
1

6
学

芸
部

博
物

館
基

盤
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

選
択

件

中
期

目
標

・
計

画
番

号



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

件

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

ア
　

北
海

道
開

拓
の

村
に

移
築

・
復

元
さ

れ
て

い
る

歴
史

的
建

造
物

群
を

、
北

海
道

の
貴

重
な

財
産

と
し

て
後

世
に

伝
え

る
取

組
を

進
め

る
。

イ
　

建
造

物
内

の
展

示
の

充
実

に
取

り
組

む
。

H
○

○
年

度

7
総

務
部

企
画

グ
ル

ー
プ

7

目
標

値
番

号

年
度

計
画

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

達
成

状
況

選
択

中
期

目
標

・
計

画
番

号
4

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

４
　

北
海

道
開

拓
の

村
の

整
備

目
標

（
値

）

目
標

（
値

）
実

績 内
訳

H
2

7
H

2
8

○

H
2

9

○

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

計
点

検
項

目
集

計



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

設
定

内
容

目
標

値
（

5
年

間
）

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

1
6

,0
0

0
人

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

年
度

計
画

実
績

人

目
標

（
値

）
実

績

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

件

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

　
　

　
人

内
訳

人

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

選
択

目
標

（
値

）

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

目
標

（
値

）
（

案
）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

8

オ
　

イ
ベ

ン
ト

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
に

あ
た

っ
て

は
、

特
に

ア
イ

ヌ
文

化
や

北
海

道
の

自
然

に
関

す
る

事
業

を
重

点
的

に
強

化
す

る
。

エ
　

｢ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
」

や
「

バ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

ツ
ア

ー
」

な
ど

、
博

物
館

活
動

そ
の

も
の

に
対

す
る

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
た

め
の

行
事

を
実

施
す

る
。

H
○

○
年

度

年
度

計
画

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

達
成

状
況

ウ
　

学
校

団
体

を
は

じ
め

と
し

た
各

種
団

体
に

よ
る

利
用

を
促

進
す

る
た

め
に

、
グ

ル
ー

プ
を

対
象

と
し

た
レ

ク
チ

ャ
ー

や
｢は

っ
け

ん
広

場
｣で

の
｢は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣な
ど

、
団

体
向

け
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。

H
2

9

目
標

値
番

号
中

期
目

標
・

計
画

番
号

5
-
1

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

５
　

教
育

普
及

事
業

8

○

H
2

8

○

H
2

7

◎

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

点
検

項
目

集
計

計

(１
) 

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

ア
　

総
合

展
示

室
や

｢は
っ

け
ん

広
場

｣で
気

軽
に

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
、

子
ど

も
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

、
入

門
的

な
体

験
型

イ
ベ

ン
ト

な
ど

、
来

館
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
多

彩
で

魅
力

の
あ

る
行

事
を

実
施

す
る

。
イ

　
調

査
研

究
の

成
果

を
活

用
し

た
、

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
よ

り
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

る
行

事
を

実
施

す
る

。

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

イ
ベ

ン
ト

の
参

加
者

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。



担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

○
×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
内

訳

選
択

9

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

H
2

8
H

2
9

目
標

（
値

）

(２
) 

教
材

の
充

実

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

達
成

状
況

年
度

計
画

中
期

目
標

・
計

画

目
標

値
番

号

点
検

項
目

集
計

計

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7

◎
◎

5
-
2

情
報

・
通

信
技

術
を

活
用

し
た

機
器

（
IC

T
機

器
）

に
よ

る
多

言
語

解
説

、
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
や

解
説

書
、

さ
わ

れ
る

資
料

や
五

感
を

刺
激

す
る

資
料

・
装

置
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

総
合

展
示

・
企

画
展

示
の

理
解

を
促

す
教

材
の

充
実

を
図

る
。

５
　

教
育

普
及

事
業

9
中

期
目

標
・

計
画

番
号

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

◎



担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績
件

内
訳

◎
◎

◎

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7

中
期

目
標

・
計

画
番

号

H
○

○
年

度

1
0

ウ
　

博
物

館
利

用
促

進
の

一
環

と
し

て
、

学
校

な
ど

、
館

外
へ

の
｢は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣の
貸

出
し

を
推

進
す

る
。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

ア
　

「
は

っ
け

ん
広

場
」

の
活

動
を

充
実

さ
せ

、
新

た
な

発
見

を
利

用
者

に
促

す
と

と
も

に
、

利
用

者
同

士
、

利
用

者
と

ス
タ

ッ
フ

の
交

流
の

輪
を

育
む

。

年
度

計
画

達
成

状
況

1
0

目
標

（
値

）

目
標

値
番

号
5

-
3

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

５
　

教
育

普
及

事
業

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ

(３
) 

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営

イ
　

学
校

現
場

な
ど

、
利

用
者

の
声

も
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
｢
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣
や

｢は
っ

け
ん

プ
ロ

グ
ラ

ム
｣の

改
良

や
開

発
、

｢は
っ

け
ん

イ
ベ

ン
ト

｣の
充

実
に

努
め

る
。

選
択

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

点
検

項
目

集
計

H
2

8
H

2
9

計



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
内

訳

1
1

中
期

目
標

・
計

画
番

号
6

ア
　

一
般

来
館

者
や

学
校

団
体

が
よ

り
効

果
的

に
学

び
、

気
づ

き
、

発
見

で
き

る
環

境
を

整
え

る
た

め
、

博
物

館
の

教
育

普
及

活
動

に
必

要
な

、
職

員
の

専
門

的
知

識
及

び
技

能
の

向
上

を
図

る
。

イ
　

道
内

の
博

物
館

、
教

育
委

員
会

、
学

校
、

各
種

団
体

な
ど

と
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

な
北

海
道

博
物

館
の

利
用

促
進

の
た

め
の

取
組

を
進

め
る

。

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

６
　

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

エ
デ

ュ
ケ

ー
タ

ー
機

能
の

強
化

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

達
成

状
況

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

目
標

値
番

号

目
標

（
値

）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

選
択

H
○

○
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
（

案
）

1
1

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

9
H

2
8

H
2

7

○
○

○

点
検

項
目

集
計

計



中
期

目
標

・
計

画
番

号
8

-
1

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

○

中
期

目
標

・
計

画
計

○
×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

　
【

判
断

数
値

】
選

択

目
標

（
値

）
実

績
件

　
　

内
訳

1
2

選
択

イ
　

記
念

ホ
ー

ル
、

講
堂

、
グ

ラ
ン

ド
ホ

ー
ル

な
ど

の
一

層
の

活
用

を
図

る
。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号
1

2
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

(１
) 

館
内

施
設

の
整

備
と

活
用

点
検

項
目

集
計

ア
　

休
憩

ス
ペ

ー
ス

、
キ

ッ
ズ

・
コ

ー
ナ

ー
、

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

、
カ

フ
ェ

な
ど

、
ア

メ
ニ

テ
ィ

設
備

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ッ

ズ
の

提
案

・
開

発
に

よ
り

、
博

物
館

と
し

て
の

魅
力

ア
ッ

プ
に

つ
な

げ
る

。



中
期

目
標

・
計

画
番

号
8

-
2

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

○

計
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
　

　
内

訳

1
3

選
択

イ
　

野
幌

森
林

公
園

の
景

観
や

イ
メ

ー
ジ

と
の

調
和

に
配

慮
し

、
ト

ー
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

い
て

公
園

や
園

内
各

施
設

の
サ

イ
ン

の
統

一
化

を
図

る
。

ウ
　

野
幌

森
林

公
園

内
の

散
策

路
、

北
海

道
博

物
館

屋
上

ス
カ

イ
ビ

ュ
ー

な
ど

に
お

け
る

野
外

展
示

の
実

現
に

向
け

た
取

組
を

進
め

る
。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号
1

3
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

(２
) 

周
辺

環
境

の
整

備

中
期

目
標

・
計

画
点

検
項

目
集

計
ア

　
公

共
交

通
機

関
で

の
ア

ク
セ

ス
、

野
幌

森
林

公
園

内
施

設
相

互
の

ア
ク

セ
ス

の
利

便
性

向
上

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。



中
期

目
標

・
計

画
番

号
8

-
3

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

○

中
期

目
標

・
計

画
計

○
×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
　

　
内

訳

1
4

選
択

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号
1

4
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

８
　

施
設

及
び

周
辺

環
境

の
整

備

(３
) 

野
幌

森
林

公
園

内
施

設
と

の
一

体
的

な
取

組
の

推
進

点
検

項
目

集
計

北
海

道
博

物
館

、
開

拓
の

村
、

自
然

ふ
れ

あ
い

交
流

館
の

連
携

を
強

化
し

、
公

園
内

の
一

体
的

か
つ

効
果

的
な

運
営

に
努

め
、

利
用

者
の

利
便

性
と

満
足

度
の

向
上

を
図

る
。



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

年
度

計
画

実
績

件

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

目
標

（
値

）
実

績
件

内
訳

中
期

目
標

・
計

画
番

号

(１
) 

広
報

活
動

の
強

化

1
5

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

９
　

広
報

年
度

計
画

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ
目

標
値

番
号

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

○

H
2

9

◎
○

計

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

達
成

状
況

選
択

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

設
定

内
容

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

（
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
）

平
成

3
1

年
度

3
9

5
,0

0
0

件

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

1
5

点
検

項
目

集
計

H
○

○
年

度

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

（
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
）

　
　

　
　

　
件

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

（
ト

ッ
プ

ペ
ー

ジ
）

件

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ク
セ

ス
数

目
標

（
値

）

ア
　

道
民

の
博

物
館

へ
の

関
心

を
広

げ
、

利
用

を
促

進
し

て
い

く
た

め
、

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

職
員

全
員

が
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

イ
　

愛
称

「
森

の
ち

ゃ
れ

ん
が

」
と

ロ
ゴ

マ
ー

ク
を

積
極

的
に

広
報

媒
体

や
サ

イ
ン

な
ど

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
北

海
道

博
物

館
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

の
向

上
に

役
立

て
る

。

H
2

7
H

2
8

9
-1
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当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
内

訳

9
-
2

1
6

◎

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

９
　

広
報

イ
　

他
機

関
と

の
連

携
事

業
に

積
極

的
に

参
画

し
、

利
用

者
と

直
に

接
す

る
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

年
度

計
画

中
期

目
標

・
計

画
番

号

目
標

（
値

）
（

案
）

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7
H

2
8

H
2

9

計

1
6

選
択

達
成

状
況

ア
　

赤
れ

ん
が

庁
舎

（
北

海
道

庁
旧

本
庁

舎
）

を
北

海
道

博
物

館
の

サ
テ

ラ
イ

ト
空

間
と

し
て

活
用

し
、

来
訪

者
を

北
海

道
博

物
館

に
誘

導
す

る
展

示
を

実
現

す
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
機

能
の

強
化

に
努

め
る

。

(２
) 

赤
れ

ん
が

庁
舎

の
活

用
及

び
他

機
関

と
の

連
携

点
検

項
目

集
計

◎
◎

学
芸

部
道

民
サ

ー
ビ

ス
グ

ル
ー

プ
目

標
値

番
号

目
標

（
値

）



担
当

H
3

0
H

3
1

◎
◎

○
×

設
定

内
容

利
用

者
満

足
度

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

％

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

件

利
用

者
満

足
度

％

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

◎
◎

H
2

7

選
択

H
2

8
H

2
9

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

利
用

者
満

足
度

計

目
標

（
値

）

利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

内
訳

年
度

計
画

実
績

1
0

中
期

目
標

・
計

画
番

号

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

総
務

部
企

画
グ

ル
ー

プ
目

標
値

番
号

イ
　

オ
ー

デ
ィ

エ
ン

ス
・

リ
サ

ー
チ

（
利

用
者

調
査

）
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
分

析
し

、
公

表
す

る
と

と
も

に
、

改
善

す
べ

き
点

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

対
処

す
る

。

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

１
０

　
評

価
制

度
の

活
用

と
利

用
者

ニ
ー

ズ
の

把
握

1
7

中
期

目
標

・
計

画

平
成

3
1

年
度

7
0

%

ウ
　

自
己

点
検

評
価

と
利

用
者

調
査

を
ふ

ま
え

、
博

物
館

協
議

会
に

よ
る

外
部

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

よ
り

良
い

博
物

館
づ

く
り

へ
と

つ
な

げ
る

。 利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

利
用

者
の

満
足

度
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

年
度

計
画

目
標

（
値

）
実

績

H
○

○
年

度

達
成

状
況

利
用

者
満

足
度

目
標

（
値

）
（

案
）

1
7

◎

ア
　

毎
年

度
の

事
業

実
績

に
つ

い
て

、
あ

ら
か

じ
め

評
価

項
目

を
定

め
、

館
と

し
て

の
自

己
点

検
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

公
表

し
、

改
善

す
べ

き
点

に
つ

い
て

は
、

速
や

か
に

対
処

す
る

。

点
検

項
目

集
計



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

件

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

選
択

目
標

（
値

）

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

1
8

総
務

部
企

画
グ

ル
ー

プ

イ
　

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

シ
ョ

ッ
プ

、
カ

フ
ェ

な
ど

の
利

用
者

サ
ー

ビ
ス

、
有

料
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・
運

営
、

外
部

資
金

の
受

入
れ

と
活

用
な

ど
、

北
海

道
博

物
館

の
各

種
活

動
に

協
働

参
画

す
る

支
援

組
織

の
整

備
に

取
り

組
む

。

７
　

道
民

参
加

型
組

織
の

整
備

○
○

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

7
中

期
目

標
・

計
画

番
号

目
標

値
番

号

年
度

計
画

達
成

状
況

1
8

年
度

計
画

（
案

）

H
2

7
H

2
8

H
2

9

目
標

（
値

）
（

案
）

ア
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
導

入
、

道
民

の
自

主
的

な
サ

ー
ク

ル
活

動
の

支
援

、
北

海
道

博
物

館
を

支
援

す
る

組
織

の
創

設
な

ど
に

よ
り

、
博

物
館

活
動

へ
の

道
民

参
加

を
促

進
し

、
道

民
と

の
連

携
を

強
化

す
る

。

点
検

項
目

集
計

計

H
○

○
年

度

目
標

（
値

）
実

績 内
訳



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

○
×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

年
度

計
画

実
績

件

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

目
標

（
値

）
実

績
件

内
訳

2
0

0
件

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数

年
度

計
画

（
案

）

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

設
定

内
容

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

(２
) 

博
物

館
交

流
の

促
進

(２
) 

博
物

館
交

流
の

促
進

１
１

　
博

物
館

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(１
) 

各
種

博
物

館
団

体
と

の
連

携

(１
) 

各
種

博
物

館
団

体
と

の
連

携

目
標

値
番

号
1

9
1

1
中

期
目

標
・

計
画

番
号

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

選
択

目
標

（
値

）
（

案
）

1
9

(１
) 

各
種

博
物

館
団

体
と

の
連

携

(２
) 

博
物

館
交

流
の

促
進

○

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

日
本

博
物

館
協

会
、

全
国

歴
史

民
俗

系
博

物
館

協
議

会
な

ど
と

の
連

携
に

よ
り

、
全

国
博

物
館

の
最

新
動

向
に

関
す

る
情

報
を

入
手

し
、

道
内

の
加

盟
館

へ
と

伝
え

る
一

方
、

北
海

道
か

ら
の

要
望

を
と

り
ま

と
め

る
な

ど
、

北
海

道
と

全
国

の
博

物
館

を
つ

な
ぐ

役
割

を
果

た
す

。

イ
　

北
海

道
博

物
館

協
会

と
の

連
携

に
よ

り
、

地
域

ブ
ロ

ッ
ク

別
や

館
種

別
組

織
の

活
動

を
積

極
的

に
支

援
す

る
な

ど
、

中
核

的
博

物
館

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

、
北

海
道

の
博

物
館

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
。

ア
　

地
域

の
博

物
館

、
図

書
館

、
教

育
委

員
会

な
ど

と
連

携
し

、
共

同
研

究
、

共
同

事
業

な
ど

を
通

じ
て

地
域

と
の

協
働

・
交

流
を

促
進

さ
せ

、
北

海
道

再
発

見
の

た
め

の
知

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

へ
と

つ
な

げ
る

。
イ

　
北

海
道

博
物

館
や

道
内

各
地

に
お

い
て

、
道

内
の

博
物

館
職

員
を

対
象

に
、

博
物

館
学

系
の

知
識

や
技

術
を

普
及

す
る

研
修

会
を

実
施

す
る

。
ウ

　
地

域
の

博
物

館
や

学
校

な
ど

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
、

一
般

、
学

生
、

教
員

な
ど

を
対

象
に

し
た

出
前

講
座

を
実

施
す

る
。

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数

5
年

間

点
検

項
目

集
計

計

○
○

H
○

○
年

度

H
2

7
H

2
8

H
2

9

道
内

市
町

村
等

と
の

連
携

・
協

力
件

数
　

　
件

件



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

年
度

計
画

実
績

写
真

の
提

供
件

数
件

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

件

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

件

写
真

の
提

供
件

数
　

　
件

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

　
　

件
目

標
（

値
）

実
績

件
内

訳
件

来
館

し
な

い
利

用
者

に
よ

る
利

用
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

2
0

(２
) 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

年
度

計
画

（
案

）

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

○

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号

H
○

○
年

度

来
館

し
な

い
利

用
者

に
よ

る
利

用
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

設
定

内
容

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

　
　

件

選
択

○
○

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1

2
-
2

～
3

目
標

（
値

）
年

度
計

画

5
年

間

写
真

の
提

供
件

数
3

5
0

件

4
0

0
0

件
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数

2
0

(２
) 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化

ア
　

北
海

道
博

物
館

及
び

道
内

博
物

館
の

収
蔵

資
料

、
図

書
、

刊
行

物
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
整

備
し

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
、

関
係

機
関

と
の

よ
り

効
果

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
。

イ
　

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

多
様

な
媒

体
に

よ
り

、
北

海
道

博
物

館
及

び
道

内
博

物
館

の
諸

情
報

を
道

民
が

利
用

し
や

す
い

形
で

発
信

す
る

。

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

図
書

、
博

物
館

刊
行

物
、

視
聴

覚
資

料
な

ど
を

収
集

し
、

図
書

室
の

充
実

を
図

る
。

イ
　

収
蔵

資
料

、
図

書
、

視
聴

覚
資

料
な

ど
の

閲
覧

ス
ペ

ー
ス

を
整

備
し

、
閲

覧
・

複
写

な
ど

の
各

種
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

さ
せ

る
。

ウ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

道
民

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
、

利
用

者
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

ツ
ー

ル
を

整
備

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

や
学

習
支

援
の

機
能

を
強

化
す

る
。

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
２

　
情

報
発

信

(２
) 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
な

ど
を

活
用

し
た

情
報

発
信

機
能

の
強

化

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

H
2

9

達
成

状
況

H
2

8

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

来
館

し
な

い
利

用
者

に
よ

る
利

用
件

数
の

目
標

値
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

H
2

7

設
定

内
容

ア
ン

ケ
ー

ト
、

そ
の

他
の

利
用

件
数

5
年

間

5
0

0
件

点
検

項
目

集
計

計

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

件
数

H
○

○
年

度



担
当

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
３

　
人

材
育

成
機

能
の

強
化

H
3

0
H

3
1

(１
) 

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ

(２
) 

外
来

研
究

員
の

受
入

(３
) 

派
遣

研
修

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
内

訳

(１
) 

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ

(２
) 

外
来

研
究

員
の

受
入

(３
) 

派
遣

研
修

H
2

7
H

2
8

H
2

9

1
3

-
1

～
3

2
1

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ
目

標
値

番
号

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

2
1

(１
) 

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
の

受
入

れ

中
期

目
標

・
計

画
番

号

H
○

○
年

度
H

○
○

年
度

年
度

計
画

年
度

計
画

（
案

）
目

標
（

値
）

（
案

）

選
択

達
成

状
況

ア
　

博
物

館
実

習
生

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
と

と
も

に
、

大
学

な
ど

と
連

携
し

、
よ

り
効

果
的

な
実

習
（

研
修

）
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
構

築
す

る
。

イ
　

教
員

を
目

指
す

学
生

が
博

物
館

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

創
出

す
る

た
め

、
大

学
な

ど
と

連
携

し
、

授
業

や
研

修
の

講
師

と
し

て
当

館
の

職
員

を
積

極
的

に
派

遣
す

る
。

(２
) 

外
来

研
究

員
の

受
入

外
部

研
究

者
や

大
学

院
生

な
ど

を
受

け
入

れ
、

当
館

資
料

を
活

用
し

た
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
す

る
研

究
の

機
会

を
提

供
す

る
。

(３
) 

派
遣

研
修

外
部

機
関

が
開

催
す

る
博

物
館

学
系

研
修

会
や

技
術

研
修

会
に

当
館

職
員

を
参

加
さ

せ
、

先
端

の
知

識
と

技
術

を
集

積
す

る
。 項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

目
標

（
値

）

点
検

項
目

集
計

計



担
当

H
3

0
H

3
1

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

設
定

内
容

平
成

○
○

年
度

新
聞

・
報

道
対

応
の

件
数

学
会

発
表

の
件

数
年

度
計

画
実

績

招
待

講
演

の
件

数
目

標
（

値
）

実
績

件
そ

の
他

の
件

数
内

訳

学
会

発
表

の
件

数
学

術
雑

誌
等

へ
の

寄
稿

の
件

数

招
待

講
演

の
件

数
各

種
委

員
・

共
同

研
究

員
等

委
嘱

の
件

数
そ

の
他

の
件

数

学
芸

部
社

会
貢

献
グ

ル
ー

プ

新
聞

・
報

道
対

応
の

件
数

計
件

(１
)～

(４
)

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
2

7
H

2
8

H
2

9

社
会

貢
献

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

学
術

雑
誌

等
へ

の
寄

稿
の

件
数

各
種

委
員

・
共

同
研

究
員

等
委

嘱
の

件
数

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献

H
○

○
年

度
H

○
○

年
度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

達
成

状
況

招
待

講
演

の
件

数
新

聞
・

報
道

対
応

の
件

数

(１
) 

学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

　
(２

) 
学

会
へ

の
発

信
　

(３
) 

職
員

の
対

外
貢

献
　

(４
)外

部
機

関
と

の
事

業
連

携

(１
) 

学
術

刊
行

物
な

ど
の

刊
行

ア
　

研
究

成
果

を
広

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
や

研
究

報
告

書
な

ど
を

刊
行

す
る

。

(２
) 

学
会

へ
の

発
信

各
種

学
会

で
の

発
表

や
学

術
雑

誌
へ

の
投

稿
な

ど
に

よ
り

、
北

海
道

博
物

館
の

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

(３
) 

職
員

の
対

外
貢

献
講

演
、

各
種

委
員

へ
の

就
任

、
共

同
研

究
へ

の
参

画
、

出
版

物
へ

の
寄

稿
、

そ
の

他
専

門
的

知
識

の
提

供
な

ど
、

外
部

機
関

の
活

動
に

対
し

て
積

極
的

に
協

力
し

、
社

会
貢

献
に

努
め

る
。

(４
)外

部
機

関
と

の
事

業
連

携
民

間
企

業
な

ど
を

含
め

た
外

部
機

関
と

共
同

で
行

う
事

業
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
外

部
機

関
の

事
業

へ
の

協
力

・
後

援
を

積
極

的
に

行
う

。

社
会

貢
献

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

そ
の

他
の

件
数

5
年

間

計
9

0
0

件

設
定

内
容

2
2

学
会

発
表

の
件

数

各
種

委
員

・
共

同
研

究
員

等
へ

の
就

任
の

件
数

選
択

2
2

中
期

目
標

・
計

画
番

号
1

4
-
1

～
4

目
標

値
番

号

社
会

貢
献

の
目

標
値

は
、

次
の

と
お

り
と

す
る

。

件
合

計

点
検

項
目

集
計

計

計
　

　
　

　
件

学
術

雑
誌

等
へ

の
寄

稿
の

件
数

イ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
学

習
や

理
解

促
進

の
た

め
に

、
研

究
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

冊
子

な
ど

を
刊

行
す

る
。

ウ
　

企
画

展
示

の
開

催
に

合
わ

せ
て

、
来

館
者

の
理

解
を

深
め

、
学

術
的

意
義

を
広

く
知

ら
せ

る
た

め
に

展
示

図
録

や
解

説
用

冊
子

を
刊

行
す

る
。



担
当

H
3

0
H

3
1

○
○

中
期

目
標

・
計

画
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

件

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

選
択

ア
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

を
総

合
的

に
研

究
す

る
機

関
と

し
て

、
北

海
道

が
抱

え
る

諸
問

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
。

ウ
　

多
民

族
・

多
文

化
共

生
社

会
、

人
と

自
然

と
の

調
和

の
と

れ
た

社
会

な
ど

、
北

海
道

で
あ

る
か

ら
こ

そ
率

先
し

て
目

指
す

べ
き

社
会

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

提
言

す
る

。

イ
　

道
の

総
合

計
画

「
ほ

っ
か

い
ど

う
未

来
創

造
プ

ラ
ン

」
な

ど
と

リ
ン

ク
し

、
道

民
の

豊
か

な
暮

ら
し

づ
く

り
と

北
海

道
の

未
来

づ
く

り
へ

と
結

び
つ

く
研

究
を

推
進

す
る

。

2
3

総
務

部
企

画
グ

ル
ー

プ
中

期
目

標
・

計
画

番
号

目
標

値
番

号

1
4

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献

1
4

-
5

目
標

（
値

）

(５
) 

道
民

の
豊

か
な

暮
ら

し
づ

く
り

・
北

海
道

の
未

来
づ

く
り

へ
の

貢
献

第
１

期
中

期
目

標
・

計
画

項
目

年
度

計
画

達
成

状
況

2
3

○
○

○

目
標

（
値

）
（

案
）

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

H
○

○
年

度

年
度

計
画

（
案

）

目
標

（
値

）
実

績

点
検

項
目

集
計

計

H
2

7
H

2
8

H
2

9



中
期

目
標

・
計

画
番

号
担

当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

計
○

×

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
実

績

件
　

　
内

訳

2
4

選
択

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

H
○

○
年

度

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況
年

度
計

画
（

案
）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

値
番

号
2

4
総

務
部

総
括

グ
ル

ー
プ

外
部

評
価

項
目

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ

ガ
バ

ナ
ン

ス
態

勢
の

育
成

1
．

館
内

の
意

思
決

定
機

関
の

育
成

備
考

点
検

項
目

集
計

　
H

2
7

年
度

末
に

北
海

道
立

総
合

博
物

館
協

議
会

か
ら

提
出

さ
れ

る
評

価
の

あ
り

方
に

対
す

る
答

申
に

応
じ

て
、

中
期

目
標

・
計

画
と

は
別

に
設

定
し

た
項

目
で

あ
る

。



中
期
目
標
・
計
画
番
号

担
当

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1

計
○

×

№
自
己
評
価

評
価

基
準

【
判
断
数
値
】

選
択

【
判
断
数
値
】

選
択

件
内
訳

2
5

選
択

目
標
（
値
）
実
績

年
度
計
画

目
標
（
値
）

達
成
状
況

年
度
計
画
（
案
）

目
標
（
値
）
（
案
）

H
○
○
年
度

項
目
別
評
価
（
H
○
○
年
度
の
実
施
状
況
）

H
○
○
年
度

　
H
2
7
年
度
末
に
北
海
道
立
総
合
博
物
館
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
評
価
の
あ
り
方
に
対
す
る
答
申
に
応
じ
て
、
中
期
目
標
・
計
画
と
は
別
に
設
定
し
た
項
目
で
あ
る
。

点
検
項
目
集
計

目
標
値
番
号

2
5

環
境
生
活
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

備
考

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

3
．
道
庁
の
支
援
体
制
の
育
成

外
部
評
価
項
目

ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
育
成



1
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

計
○

◎
○

○

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

2
-1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

２
　

展
示

1

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

1
　

展
示

事
業

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

イ
　

総
合

展
示

の
展

示
資

料
に

つ
い

て
、

道
民

及
び

関
連

機
関

に
知

ら
せ

る
た

め
、

そ
の

全
体

像
と

個
々

の
資

料
の

基
本

情
報

を
記

し
た

目
録

を
刊

行
す

る
。

・
総

合
展

示
の

入
替

え
な

ど
を

継
続

的
に

実
施

し
、

最
新

の
研

究
成

果
や

当
館

が
所

蔵
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

資
料

を
紹

介
す

る
。

1
-
1

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

ア
　

最
新

の
研

究
成

果
を

反
映

し
た

総
合

展
示

の
定

期
的

な
入

替
え

に
よ

り
、

来
る

た
び

に
違

う
、

飽
き

な
い

展
示

を
演

出
す

る
と

と
も

に
、

年
齢

、
母

語
、

障
が

い
の

有
無

な
ど

を
問

わ
ず

、
す

べ
て

の
方

に
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

め
る

展
示

空
間

を
提

供
す

る
。

・
ア

イ
ヌ

の
歴

史
や

有
形

・
無

形
の

文
化

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
、

学
術

的
な

信
頼

性
の

高
い

研
究

成
果

に
基

づ
く

、
わ

か
り

や
す

く
・

親
し

み
や

す
い

展
示

を
行

う
と

と
も

に
、

不
断

に
そ

の
内

容
の

充
実

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

促
進

に
努

め
る

。

1
）

総
合

展
示

の
運

営

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

(１
) 

総
合

展
示

室
の

運
営

H
2

9

○

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

件

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

①
「

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
」

の
運

営
　

　
②

「
ア

イ
ヌ

文
化

Q
&

A
」

コ
ー

ナ
ー

の
運

用
　

　
③

展
示

資
料

の
入

れ
替

え

×

達
成

状
況

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

目
標

（
値

）
（

案
）

目
標

（
値

）

1
）

総
合

展
示

の
運

営

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

H
○

○
年

度
H

○
○

年
度

年
度

計
画

（
案

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

ウ
　

総
合

展
示

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

努
め

る
。

選
択

点
検

項
目

集
計

H
2

8

○



2
担

当

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

２
）

特
別

展
・

企
画

展
　

　
３

）
道

内
市

町
村

で
の

資
料

展
（

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

：
仮

称
）

の
開

催

２
　

展
示

　
　

(２
) 

企
画

展
示

の
開

催

２
　

展
示

　
　

(２
) 

企
画

展
示

の
開

催

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
2

-2
, 
3

-2

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

３
　

調
査

研
究

　
　

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化
３

）
道

内
市

町
村

で
の

資
料

展
（

ア
イ

ヌ
文

化
巡

回
展

：
仮

称
）

の
開

催

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

・
ア

イ
ヌ

の
歴

史
や

有
形

・
無

形
の

文
化

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
、

学
術

的
な

信
頼

性
の

高
い

研
究

成
果

に
基

づ
く

、
わ

か
り

や
す

く
・

親
し

み
や

す
い

展
示

を
行

う
と

と
も

に
、

不
断

に
そ

の
内

容
の

充
実

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

促
進

に
努

め
る

。

２
）

特
別

展
・

企
画

展

ア
　

他
の

博
物

館
や

民
間

企
業

と
の

連
携

・
協

働
、

全
国

規
模

の
巡

回
展

の
誘

致
に

よ
り

、
よ

り
魅

力
的

な
企

画
展

示
を

実
現

す
る

。

・
企

画
テ

ー
マ

展
を

開
催

し
、

大
人

か
ら

子
ど

も
ま

で
さ

ま
ざ

ま
な

人
々

に
向

け
た

展
示

の
機

会
を

設
け

る
。

1
　

展
示

事
業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

ウ
　

北
海

道
博

物
館

独
自

の
研

究
成

果
を

積
極

的
に

反
映

し
た

企
画

展
示

を
開

催
す

る

1
-
2

～
3

選
択

イ
　

道
民

の
研

究
成

果
や

創
作

活
動

の
発

表
な

ど
、

道
民

参
加

型
の

企
画

展
示

を
導

入
し

、
道

民
と

の
連

携
促

進
を

図
る

。

点
検

項
目

集
計

×

◎

件

年
度

計
画

（
案

）
北

海
道

博
物

館
年

度
計

画

H
○

○
年

度

2

目
標

（
値

）
達

成
状

況

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

エ
　

調
査

研
究

な
ど

の
成

果
を

ひ
ろ

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
の

発
行

や
講

演
会

・
講

座
な

ど
の

開
催

と
と

も
に

、
総

合
展

示
の

充
実

や
企

画
展

示
の

実
施

な
ど

を
進

め
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
理

解
促

進
の

取
組

を
一

層
強

化
す

る
。

３
　

調
査

研
究

　
　

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）
H

○
○

年
度

H
2

9

目
標

（
値

）
（

案
）

◎

・
道

内
巡

回
展

の
開

催
し

、
新

の
研

究
成

果
や

当
館

が
所

蔵
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

資
料

を
紹

介
す

る
。

H
2

8

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー



3
担

当

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

×
点

検
項

目
集

計

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）

達
成

状
況

年
度

計
画

（
案

）
北

海
道

博
物

館
年

度
計

画
目

標
（

値
）

3

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

３
　

調
査

研
究

2
　

調
査

研
究

事
業

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

ア
イ

ヌ
の

民
族

に
関

す
る

専
門

的
な

機
関

と
し

て
の

社
会

的
な

要
請

に
応

じ
る

た
め

に
、

そ
れ

ら
の

取
り

組
み

の
土

台
と

な
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
し

て
い

く
。

2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

H
2

8
H

2
9

目
標

（
値

）
（

案
）

◎

H
○

○
年

度

選
択

◎

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
3

-2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

ア
　

北
海

道
の

総
合

博
物

館
と

し
て

ア
イ

ヌ
文

化
の

継
承

と
理

解
促

進
に

資
す

る
た

め
、

ア
イ

ヌ
民

族
の

言
語

・
口

承
文

芸
、

芸
能

、
民

具
・

生
活

技
術

な
ど

の
有

形
・

無
形

の
文

化
と

、
そ

れ
ら

の
理

解
に

欠
か

せ
な

い
歴

史
に

つ
い

て
、

重
点

的
に

調
査

研
究

を
進

め
る

。

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
番

号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

件



4
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

計
○

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

年
度

計
画

（
案

）

選
択

4

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

ア
　

道
内

外
の

関
係

機
関

、
研

究
者

と
の

連
携

を
図

り
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
の

所
在

調
査

を
進

め
、

情
報

の
収

集
・

整
理

を
行

う
。

3
-2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

◎

3
　

資
料

・
情

報
の

収
集

・
整

備
事

業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

３
　

調
査

研
究

H
2

9

3

×
点

検
項

目
集

計

H
2

8

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

目
標

（
値

）
北

海
道

博
物

館
年

度
計

画

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

件

目
標

（
値

）
（

案
）

イ
　

道
内

の
中

核
博

物
館

に
お

け
る

専
門

機
関

と
し

て
、

先
ず

道
立

機
関

が
所

蔵
す

る
音

声
・

映
像

資
料

及
び

文
書

資
料

、
民

具
資

料
に

つ
い

て
の

情
報

の
一

元
的

な
集

約
を

進
め

る
。

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）
H

○
○

年
度

達
成

状
況

イ
　

関
係

機
関

や
研

究
者

、
伝

承
活

動
関

係
者

な
ど

と
の

連
携

に
よ

り
、

道
内

各
地

の
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

資
料

の
所

在
調

査
を

進
め

、
整

理
・

保
存

作
業

を
行

う
。

H
○

○
年

度

◎

ウ
　

さ
ら

に
道

内
市

町
村

に
所

在
す

る
各

種
の

資
料

に
重

点
を

置
き

、
総

合
的

、
体

系
的

に
調

査
・

収
集

を
進

め
る

。



5
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

計
○

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

達
成

状
況

イ
　

ア
イ

ヌ
文

化
の

学
習

・
伝

承
等

の
た

め
利

用
で

き
る

よ
う

、
目

録
の

作
成

や
資

料
の

公
開

を
進

め
る

。

年
度

計
画

（
案

）

H
2

8
H

2
9

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

番
号

３
　

調
査

研
究

(２
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
わ

る
調

査
研

究
の

重
点

化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

１
）

資
料

の
公

開

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

4
-
1

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

ウ
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
開

設
し

た
「

ほ
っ

か
い

ど
う

ア
イ

ヌ
語

ア
ー

カ
イ

ブ
」

の
掲

載
資

料
や

提
供

内
容

を
増

や
す

な
ど

、
よ

り
多

く
の

利
用

者
に

広
く

提
供

で
き

る
方

法
の

拡
充

に
つ

と
め

、
ア

イ
ヌ

文
化

研
究

に
お

け
る

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

ア
　

寄
贈

を
受

け
た

「
山

田
秀

三
文

庫
」

、
「

久
保

寺
逸

彦
文

庫
」

や
職

員
に

よ
る

採
録

資
料

（
録

音
、

録
画

等
）

に
つ

い
て

保
存

処
理

や
内

容
整

理
を

進
め

る
。

3
-2

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

ウ
　

調
査

研
究

な
ど

を
通

じ
て

収
集

し
た

未
公

開
の

資
料

や
研

究
情

報
に

つ
い

て
は

、
そ

の
公

開
を

進
め

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
な

ど
に

広
く

活
用

で
き

る
よ

う
整

備
を

進
め

る
。

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

目
標

（
値

）
（

案
）

×

H
○

○
年

度

点
検

項
目

集
計

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

H
○

○
年

度

◎

目
標

（
値

）

◎

件

5
選

択



6
担

当

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
◎

◎

○

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

（
２

）
発

信
基

盤
の

整
備

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

１
２

　
情

報
発

信

２
）

情
報

発
信

(１
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

集
約

と
発

信

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

　
（

２
）

発
信

基
盤

の
整

備

1
2

-1
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
番

号
研

究
セ

ン
タ

ー
目

標
値

番
号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
北

海
道

博
物

館
中

期
目

標
・

計
画

番
号

4
-
2

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

ア
　

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
資

料
及

び
学

術
情

報
を

一
元

的
に

集
約

し
、

そ
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

進
め

る
。

H
2

8
H

2
9

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
を

通
し

た
提

供
方

法
の

拡
充

な
ど

よ
り

広
く

情
報

を
提

供
で

き
る

発
信

基
盤

の
整

備
に

努
め

る
。

（
１

）
学

術
情

報
の

集
約

・
こ

れ
ま

で
の

調
査

・
研

究
事

業
及

び
資

料
・

情
報

の
収

集
・

整
理

事
業

を
通

し
て

蓄
積

さ
れ

て
き

た
学

術
情

報
の

集
約

を
図

る
。

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
関

係
の

学
術

情
報

の
発

信
　

　
②

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

　
　

③
　

発
信

媒
体

の
強

化

①
　

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

収
集

と
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

　
　

②
　

道
内

の
市

町
村

と
連

携
し

た
情

報
の

集
約

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

（
２

）
発

信
基

盤
の

整
備

イ
　

こ
れ

ら
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
媒

体
や

機
会

を
通

し
た

提
供

を
進

め
、

北
海

道
博

物
館

が
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
に

と
っ

て
の

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

の
た

め
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

件

◎
◎

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）
H

○
○

年
度

目
標

（
値

）
（

案
）

年
度

計
画

（
案

）

H
○

○
年

度

計
×

点
検

項
目

集
計

6

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

目
標

（
値

）
達

成
状

況

選
択



7
担

当

　

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

○
○

○

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

件

達
成

状
況

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

年
度

計
画

（
案

）

選
択

目
標

（
値

）
（

案
）

7

×研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
4

-
2

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

①
　

関
係

機
関

、
団

体
等

に
対

す
る

支
援

の
強

化
　

　
②

　
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
（

学
習

相
談

等
）

へ
の

対
応

目
標

（
値

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

1
2

-3

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

１
２

　
情

報
発

信

(３
)道

民
の

「
知

り
た

い
」

気
持

ち
へ

の
支

援

（
３

）
学

習
・

伝
承

活
動

へ
の

支
援

２
）

情
報

発
信

4
　

資
料

・
情

報
等

の
公

開
・

提
供

事
業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

H
2

9
点

検
項

目
集

計

ウ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

に
関

わ
る

道
民

の
身

近
な

相
談

窓
口

と
し

て
、

利
用

者
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

ツ
ー

ル
を

整
備

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

や
学

習
支

援
の

機
能

を
強

化
す

る
。

H
○

○
年

度
H

○
○

年
度

○
○

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

H
2

8

・
そ

れ
ら

に
基

づ
い

た
学

習
・

伝
承

活
動

へ
の

支
援

を
行

う
。



8
担

当

計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
○

○

◎
◎

◎

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー

 オ
　

イ
ベ

ン
ト

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
に

あ
た

っ
て

は
、

特
に

ア
イ

ヌ
文

化
や

北
海

道
の

自
然

に
関

す
る

事
業

を
重

点
的

に
強

化
す

る
。

イ
　

学
校

現
場

な
ど

、
利

用
者

の
声

も
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
｢
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣
や

｢
は

っ
け

ん
プ

ロ
グ

ラ
ム

｣
の

改
良

や
開

発
、

｢
は

っ
け

ん
イ

ベ
ン

ト
｣
の

充
実

に
努

め
る

。

H
○

○
年

度

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

(１
) 

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実
　

　
(２

) 
教

材
の

充
実

　
　

(３
) 

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

５
　

教
育

普
及

事
業

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号

イ
　

さ
ま

ざ
ま

な
年

齢
層

に
向

け
た

、
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

く
、

親
し

み
や

す
い

学
習

機
会

の
提

供
や

、
学

習
素

材
の

開
発

・
作

成
等

を
通

し
て

、
ア

イ
ヌ

文
化

の
普

及
及

び
理

解
促

進
に

努
め

る
。

5
　

成
果

の
普

及
事

業

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

１
）

教
育

普
及

ア
　

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
総

合
博

物
館

で
あ

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

な
が

ら
、

講
演

会
・

講
座

等
の

事
業

、
展

示
の

解
説

、
「

は
っ

け
ん

広
場

」
（

旧
体

験
学

習
室

）
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。

（
3

）
は

っ
け

ん
広

場
の

運
営

ア
　

「
は

っ
け

ん
広

場
」

の
活

動
を

充
実

さ
せ

、
新

た
な

発
見

を
利

用
者

に
促

す
と

と
も

に
、

利
用

者
同

士
、

利
用

者
と

ス
タ

ッ
フ

の
交

流
の

輪
を

育
む

。

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

目
標

（
値

）

情
報

・
通

信
技

術
を

活
用

し
た

機
器

（
IC

T
機

器
）

に
よ

る
多

言
語

解
説

、
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
や

解
説

書
、

さ
わ

れ
る

資
料

や
五

感
を

刺
激

す
る

資
料

・
装

置
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

利
用

者
に

対
応

し
た

総
合

展
示

・
企

画
展

示
の

理
解

を
促

す
教

材
の

充
実

を
図

る
。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

H
○

○
年

度

（
1

）
 魅

力
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号
5

-1
～

3
5

-
1

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

（
2

）
教

材
の

充
実

点
検

項
目

集
計

×

ウ
　

博
物

館
利

用
促

進
の

一
環

と
し

て
、

学
校

な
ど

、
館

外
へ

の
｢
は

っ
け

ん
キ

ッ
ト

｣
の

貸
出

し
を

推
進

す
る

。

(１
) 

魅
力

あ
る

イ
ベ

ン
ト

の
充

実

◎

◎
◎

(３
) 

は
っ

け
ん

広
場

の
運

営
◎

○

H
2

8
H

2
9

○

(２
) 

教
材

の
充

実

目
標

（
値

）
（

案
）

選
択

8

達
成

状
況

年
度

計
画

（
案

）

件
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計
○

H
2

7
H

3
0

H
3

1

◎
○

○

◎
◎

◎

№
自

己
評

価
評

価
基

準

【
判

断
数

値
】

選
択

【
判

断
数

値
】

選
択

目
標

（
値

）
の

実
績 内

訳

①
　

研
究

紀
要

　
　

　
　

②
　

成
果

報
告

書

ウ
　

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
み

を
通

じ
て

、
北

海
道

博
物

館
の

内
部

組
織

と
し

て
の

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

取
組

み
を

周
知

し
て

い
く

。

点
検

項
目

集
計

×

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

達
成

状
況

目
標

（
値

）

H
○

○
年

度

件

選
択

9

5
　

成
果

の
普

及
事

業
９

　
広

報
　

　
　

　
　

(１
) 

広
報

活
動

の
強

化

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
項

目

ア
　

研
究

成
果

を
と

り
ま

と
め

た
研

究
紀

要
等

の
成

果
報

告
書

を
刊

行
し

て
い

く
。

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

番
号

5
-
2

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】
（

縮
約

）

２
）

研
究

成
果

の
提

供
１

２
　

情
報

発
信

　
　

(１
) 

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
学

術
情

報
の

集
約

と
発

信

9
-1

, 
1

2
-1

, 
1

4
-1

研
究

セ
ン

タ
ー

目
標

値
番

号
ア

イ
ヌ

民
族

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

ア
イ

ヌ
民

族
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
事

業
推

進
方

針
項

目
【

H
2

6
～

3
1

　
補

訂
版

】

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
　

　
(１

) 
学

術
刊

行
物

な
ど

の
刊

行

項
目

別
評

価
（

H
○

○
年

度
の

実
施

状
況

）ア
　

研
究

成
果

を
広

く
伝

え
る

た
め

、
研

究
紀

要
や

研
究

報
告

書
な

ど
を

刊
行

す
る

。

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
　

　
(１

) 
学

術
刊

行
物

な
ど

の
刊

行

イ
　

こ
れ

ら
の

成
果

に
つ

い
て

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
媒

体
や

機
会

を
通

し
た

提
供

を
進

め
、

北
海

道
博

物
館

が
ア

イ
ヌ

文
化

の
継

承
、

学
習

、
研

究
に

と
っ

て
の

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
そ

の
た

め
の

機
能

の
充

実
を

図
る

。
①

　
ア

イ
ヌ

文
化

紹
介

小
冊

子
　

　
　

②
　

リ
フ

レ
ッ

ト
な

ど

イ
　

研
究

成
果

を
踏

ま
え

た
講

演
会

の
開

催
な

ど
、

ア
イ

ヌ
文

化
に

関
す

る
最

新
の

研
究

成
果

や
正

確
な

情
報

を
よ

り
わ

か
り

や
す

い
か

た
ち

で
提

供
す

る
取

組
み

を
一

層
強

化
す

る
。

①
　

広
報

紙
「

ち
ゃ

れ
ん

が
ニ

ュ
ー

ス
」

　
　

②
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
　

③
　

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画

１
２

　
情

報
発

信
　

　
(１

) 
ア

イ
ヌ

文
化

に
関

す
る

学
術

情
報

の
集

約
と

発
信

イ
　

北
海

道
の

自
然

・
歴

史
・

文
化

の
学

習
や

理
解

促
進

の
た

め
に

、
研

究
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

冊
子

な
ど

を
刊

行
す

る
。

ウ
　

企
画

展
示

の
開

催
に

合
わ

せ
て

、
来

館
者

の
理

解
を

深
め

、
学

術
的

意
義

を
広

く
知

ら
せ

る
た

め
に

展
示

図
録

や
解

説
用

冊
子

を
刊

行
す

る
。

H
2

8
H

2
9

９
　

広
報

　
　

　
　

　
(１

) 
広

報
活

動
の

強
化

ア
　

道
民

の
博

物
館

へ
の

関
心

を
広

げ
、

利
用

を
促

進
し

て
い

く
た

め
、

あ
ら

ゆ
る

広
報

媒
体

を
活

用
す

る
と

と
も

に
、

職
員

全
員

が
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
プ

ラ
イ

オ
リ

テ
ィ

年
度

計
画

（
案

）

H
○

○
年

度

目
標

（
値

）
（

案
）

◎
◎

○
９

　
広

報
（

1
）

１
２

　
情

報
発

信
（

1
）

１
４

　
研

究
成

果
の

発
信

と
社

会
貢

献
（

1
）

○
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リ

テ
ィ

目
標

（
値

）
（

案
）

北
海

道
博

物
館

年
度

計
画

H
○

○
年

度

目
標

（
値

）

　
H

2
7

年
度

末
に

北
海

道
立

総
合

博
物

館
協

議
会

か
ら

提
出

さ
れ

る
評

価
の

あ
り

方
に

対
す

る
答

申
に

応
じ

て
、

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進

方
針

及
び

中
期

目
標

・
計

画
と

は
別

に
設

定
し

た
項

目
で

あ
る

。

点
検

項
目

集
計

H
○

○
年

度
項

目
別

評
価

（
H

○
○

年
度

の
実

施
状

況
）
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考

研
究

セ
ン

タ
ー

事
業

推
進
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針
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号
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度
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画

（
案

）

北
海

道
博

物
館

中
期

目
標

・
計

画
番

号

2
　

研
究

セ
ン

タ
ー

内
の

意
思

決
定

機
関

の
育

成

H
2

9

1
0

選
択

件

×

達
成
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況

研
究

セ
ン
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ー

目
標

値
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ヌ
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化
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究
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ー
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北海道立総合博物館外部評価実施要領 

 

北海道立総合博物館協議会 

 平成２８年３月２３日決定 

 

北海道立総合博物館協議会（以下「協議会」という。）は、北海道博物館（以下「博物

館」という）における中期目標・計画期間の事業実績及び内部評価結果について、この実

施要領で定めるところにより外部評価を行う。 

 

１ 趣旨  

 この要領は、北海道博物館基本計画に基づき、博物館の外部評価を実施するために必要

な事項を定める。 

 

２ 評価の目的 

 博物館は、協議会及び専門部会による外部評価を受けることで、博物館の内部評価の客

観性・信頼性を高めるとともに、博物館運営の改善に役立て、道民サービスの質を向上さ

せる。 

 

３ 評価の実施 

協議会は、博物館の中期目標・計画期間の中間年度及び終了年度において、中期目標・計

画の達成状況に関して外部評価を行う。評価の実施に当たっては、協議会は非公開とする。 

 

４ 評価の実施方法 

 協議会及び専門部会は、次に定める方法で外部評価を実施する。 

（１）評価の対象 

外部評価の対象は、①内部評価結果、②内部評価方法、③各年度の事業計画、④目標

管理体制、⑤ガバナンス体制、以上の５項目とする。 

（２）評価内容及び方法 

   ①内部評価結果に対する評価は、内部評価の評点の妥当性を点検することとし、内部

評価実施シートを点検する。評価基準は、次に定めるとおりとする。 

   ②内部評価方法に対する評価は、内部評価実施シートの構造、評点の根拠となるデー

タ収集の方法の適切性を点検することとし、内部評価実施シートを点検する。 

   ③各年度の事業計画に対する評価は、博物館の事業が社会的ニーズ、博物館の使命・

目標、事業目的の間で整合性が図られているかを点検することとし、各年度の事業

計画書の点検及び関係グループ等へのヒアリングを実施する。 

 

   ④目標管理体制に対する評価は、博物館の目標管理体制の現状を点検することとし、

内部評価実施シートの点検及び関係グループ等へのヒアリングを実施する。 

   ⑤ガバナンスに対する評価は、博物館の運営体制に対する本庁の支援体制（人、予算、

情報、連携のマッチングなど）を点検することとし、内部評価実施シートの点検及

び関係グループ等へのヒアリングを実施する。 

（３）評価を実施する時期 

   外部評価は、中期目標・計画期間中に、中間年度及び終了年度の２回実施する。 

 

資料４ 



 

 

＜外部評価の項目・内容・方法・実施時期＞ 

項 目 内 容 方 法 実施時期 

①内部評価の結果に対す

る評価 

評点の妥当性を点検す

る。評価基準は、内部

評価と同様とする。 

内部評価実施シート作成

時の資料を点検する。 

中期目標・計画期間中

に、中間年度及び終了

年度の２回実施する。 

②内部評価の方法に対す

る評価 

内部評価実施シートの

構造、評点の根拠とな

るデータ収集の方法の

適切性を点検する。 

内部評価実施シート作成

時の資料を点検する。 

中期目標・計画期間中

に、中間年度及び終了

年度の２回実施する。 

③各年度の事業計画に対

する評価 

社会的ニーズ、博物館

の使命・目標、事業目

的の間の整合性を点検

する。 

事業計画書を点検する。

関係グループ等へのヒア

リングを実施する。 

中期目標・計画期間中

に、中間年度及び終了

年度の２回実施する。 

④目標管理体制に対する

評価 

各部門及び個人の目標

管理体制の現状を点検

する。 

内部評価実施シート作成

時の資料を点検する。関

係グループ等へのヒアリ

ングを実施する。 

中期目標・計画期間中

に、中間年度及び終了

年度の２回実施する。 

⑤ガバナンスに対する評

価 

博物館運営体制に対す

る道庁の支援体制

（人、予算、情報、連

携のマッチングなど）

の現状を点検する。 

内部評価実施シート作成

時の資料を点検する。関

係グループ等へのヒアリ

ングを実施する。 

中期目標・計画期間中

に、中間年度及び終了

年度の２回実施する。 

 

＜評価の基準＞ 

評価基準 

判断の目安 

取組の項目に関する事項 

（右欄の項目以外の項目） 
数値目標の項目に関する事項 

S 上回って実施している 
取組の結果、所期の成果等を上回ったとき 達成度が９０％以上 

（S、A の評価は取組状況を勘

案の上、判断する。） 

A 十分に実施している 
取組の結果、所期の成果等を得たとき 

B 十分に実施していない 
取り組んではいるが、所期の成果等を得られ

なかったとき 

達成度が９０％未満 

（B、C の評価は取組状況を勘

案の上、判断する。） 

C 実施していない 
取組が行われていないとき 

 

５ 外部評価結果の報告 

 協議会及び専門部会は外部評価に関する報告書を作成し、知事に提出する。報告書の様式は

別に定める。 

 

６ その他 

この要領については、社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じて協議会が見直しを行う。 

 




